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① スリランカの概要
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n 国名︓スリランカ⺠主社会主義共和国
n ⾸都︓スリ・ジャヤワルダナプラ・コッテ （⼤統領府・⾸相府はコロンボ）

n ⼈⼝︓2,176万⼈ (2024年、関⻄2府4県の合計ほぼ同じ）

n ⾯積︓6万5,610km2（北海道の約0.8倍）
⾔語︓［公⽤語] シンハラ語・タミル語 ［連結語] 英語

気候︓熱帯（⼀部、中央州の⾼地は温帯に属する）
通貨︓ルピー（１ルピー＝約0.48円）

時差︓3時間半

スリランカ
概況

ここです︕

コロンボ

⼤きさは北海道の８割。
⼈⼝は2千万⼈。
時差は3時間半。
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スリランカへ
のアクセス

n ⽇本からの距離は約6500 Km
n 成⽥空港から直⾏便あり。9時間程度
n 名古屋・⼤阪・福岡からは、バンコク・シンガポール・⾹港・クア

ラルンプール・上海などの経由便がある。
n バンコク・シンガポール・クアラルンプールからは約3時間。

インド

タイ

ベトナム

ミャンマー

フィリピン

マレーシア

成⽥から直⾏便あり︕
バンコクやシンガポール
から3時間で着きます。
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スリランカ
略史

1948年 英連邦内の⾃治領セイロンとして独⽴
1952年 ⽇本との国交樹⽴
1972年 国名をスリランカ共和国に改称
1978年 議院内閣制から⼤統領制へ。

 現国名に改称
1983年 反政府武装組織との内戦本格化
2009年 内戦終結
2022年 経済危機発⽣
2024年 ⼤統領選挙・議会総選挙

2024年12⽉に誕⽣した新政権の下で政治経済の改⾰
が進められており、今後の成⻑に多くの国⺠が関⼼
と期待を寄せています。
治安は良好で、観光客も増加しています。

2024年12⽉に誕⽣した新
政権に国⺠の期待が⾼い。
治安も良好です。
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②スリランカの⽂化
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スリランカの
地⽅の特徴

【北部・東部】
タミル⼈が多い地域

【中部・⾼地】
涼しい気候で紅茶や野菜
の栽培が盛ん

【南部】
サーフィンやビーチリゾート

【⻄部】
政治・経済の中⼼地

世界遺産が8ヶ所も
多様な気候
豊かな⾃然
観光業も盛ん

シーギリヤ
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⺠族︓シンハラ⼈（74.9％）、タミル⼈（15.3％）、
スリランカ・ムーア⼈（9.3％）

宗教︓仏教徒（70.1％）、ヒンドゥ教徒（12.6％）、
イスラム教徒（9.7％）、キリスト教徒（7.6％）

⺠族
宗教 仏教 ヒンドゥ教

イスラム教 キリスト教

多⺠族、多宗教国家で、
多様性を受け⼊れる寛容
な⽂化があります。

© 2025 JICA スリランカ⼈材の⽇本への適正な送り出し促進プロジェクト9



⾷事

n 主⾷は⽶。野菜やチキンのカレーがおかずです。
n カレーはスパイスや鰹節、ココナツミルクで味付けし煮込みます。複雑な味

が美味しい。⾁、⿂はスパイシー。
n シンハラ⼈は豚⾁や⽜⾁にを含め、⾷べ物に制約がない⼈が多いです。
n 南インドや中東の影響も受けた⾷事もあります。
n コロンボでは、唐揚げ、焼きそば、寿司などの⽇本⾷も⼈気です。

ライス＆カリー ホッパー ビリヤニ

主⾷は⽶。スパイシーな
カレーが美味しい︕豚⾁
や⽜⾁もOkな⼈が多く、
⽇本⾷も⼈気。
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③ 外交、産業
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⼆国間関係

⽇本からの輸出︓262億円
主要輸出品⽬︓建設⽤機械、農
業機械、⾃動⾞部品、⼀般機
械、電気機器、織物⽤⽷及び繊
維製品、プラスチック

n ⽇本はスリランカにとって重要な貿易相⼿国（輸⼊・輸出とも第13位）

⽇本への輸出: 383億円
主要輸⼊品⽬︓紅茶、⾐類及び
同付属品、⿂介類（まぐろ、え
び等）、植物性原材料、⾮⾦属
鉱物製品（宝⽯）

（1）インド（2）⽇本（3）中国
• 1985年から2007年まで、⽇本はスリランカのトップドナーでした。
• 国⽴病院、空港、⾼速道路、橋梁などのインフラの整備、保健・教育・灌
漑・農業など分野での技術協⼒、協⼒隊の派遣などにより、スリランカの
発展に協⼒してきました。

• スリランカの⼈たちは、⾝近にある⽇本の援助について良く知っていま
す。無償資⾦援助であるスリジャヤワルダナプラ⼤学病院、国営テレビ
局、国⽴⻘少年センターなどは特に有名です。

n 国際協⼒
（2022年、⽇本財務省貿易統計）

（2022年、⽇本外務省ウェブサイト）
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⼆国間関係

n とっても親⽇国
• 1951年、⽇本の戦後復興を協議するサンフランシスコ平和会議に、スリラ

ンカ代表として参加したJ.R.ジャヤワルダナ⼤統領（当時は財務⼤⾂）は、
⽇本に賠償を要求せず、仏陀の慈愛の精神を持って⽇本を受け⼊れるべきで
あると演説しました。

• この演説が参加者の⼼を打ち、⽇本の戦後復興に好意的な環境が作られたと
⾔います。

• このような歴史的な外交関係に加え、⽇本がスリランカに数々のODAを実施
してきたことから、スリランカ⼈は⽇本に信頼と感謝の⼼をもっています。

• ⽇本製品に対する信頼も⾼く、特に丈夫で性能の良い⽇本⾞は⼈気です。

n ⽇本のカルチャーへの憧れ
• 2000年代にスリランカ国営テレビで「おしん」が⼤ヒット。現地語でも放
送されました。今でもおしんの知名度は⾼いです。

• ⽇本のマンガも若者の間で⼈気。着物や桜に憧れを持つ⼈も多いです。
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経済概況

主要産業 農業（紅茶、ゴム、ココナツ、⽶）、
IT、ロジスティクス、繊維業

⼀⼈当たりGDP 4,320ドル（2024年）
実質GDP 成⻑率 5% (2024年）
インフレ率 1.2% (2024年）

インドネシア︓$4,960
ベトナム︓      $4,540
スリランカ︓   $4,320
フィリピン︓   $4,080
インド︓         $2,710経済危機を乗り越え、

経済は順調に回復し
つつあります。

出所︓スリランカ統計局データより作成

第３次産業

（サービス、
⼩売、卸売）

57.5%

第２次産業（鉱業、

建設業、製造業）
25.5%

第１次産業（農林⽔

産業） 8.3%

税⾦（製品への補助⾦を除く） 8.7%

スリランカの産業別GDP貢献度
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給与⽔準

n スリランカの給与は他のアジアの送り出し国と⽐較して低く、⽇
系企業への調査では、平均で製造業作業員139ドル（2万円）、⾮
製造業スタッフ296ドル（4万4千円）です。

n スリランカ⼈にとって、⽇本で得られる給与は⼤変魅⼒的です。
n ⾃分の仕事が評価され、それに⾒合った給与が得られることは、
嬉しく、やりがいがあるものです。

n そのため、⽇本でずっと働きたいと考えているスリランカ⼈が多
いです。

国 平均給与(USD/⽉)
インドネシア 384 
インド 341 
ベトナム 302 
ミャンマー 148 
スリランカ 139

国 平均給与(USD/⽉)
ベトナム 763  
インド 734 
インドネシア 530 
ミャンマー 508 
スリランカ 296

⾮製造業・スタッフの⽉給製造業・作業員の⽉給

出所︓2024年度 ジェトロ 海外進出⽇系企業実態調査|アジア・オセアニア編より作成

スリランカ⼈にとって⽇
本の給与は魅⼒的。ずっ
と⽇本で働きたいと考え
ている⼈が多いです。
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④ スリランカの⼈材
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教育制度

• スリランカの初等教育就学率は 96.9%、
就学者の義務教育修了率は99.9%と⼤変
⾼いです（2024 年、スリランカ⼈材開発
評議会）。

• ⼩学校から⼤学まで授業料無料で、男⼥と
も教育機会が確保されています。

• ⾼校や⼤学の進学の試験の難易度が⾼いた
め、毎年、10万⼈の中卒者、19万⼈の⾼
卒者が職業訓練や就職の道を選びます。

• この毎年輩出される29万⼈の若者が、特
定技能・技能実習の有⼒な候補者です。

• ⼩学校3年⽣から英語を勉強し、⼦どもの
頃から英語のテレビアニメや映画に親しん
でいるので、英語も話せる若者が多く、⽇
本でインバウンドの対応ができます。

→約10万⼈
労働市場へ

→約19万⼈
  労働市場へ

教育⽔準が⾼い。
毎年29万⼈の中卒・⾼卒
の若者が労働市場に。英
語が話せる⼈が多くイン

バウンド対応可能。

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14
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11

10

9

8

7

6

5

⼩学校（5年）
約33万⼈
(⼊学時）

前期中等（4年）

後期中等（2年）
約33万⼈

⾼校（2年）
約23万⼈

⼤学（3-4年）
約4万⼈

出所︓2024年 スリランカ国家⼈材開発評議会統計、
2019年学校統計より作成

奨学⾦試験

Oレベル試験

Aレベル試験
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職業訓練

• スリランカでは、職業訓練の機会が広く設けられています。
• 公⽴の訓練校は無料のところも多くあります。
• 公⽴の職業訓練校が全国各地にあり、2023年の修了⽣は約5万⼈

（51,040名）でした。
• NVQ(国家職業訓練資格）制度が導⼊されており、技能標準に沿っ

た訓練が実施されています。
• 製造、 医療関連、建設、ホスピタリティ、農業等、⽇本が必要とし

ている分野の訓練も多く実施されています。

分野 ⼈数
製造 8,623 
医療関連 5,976 
建設 5,312 
宿泊・飲⾷ 4,079 
農業・林業・⽔産 1,759 

2023年の職業訓練校 修了者数

出所︓2024年 スリランカ国家⼈材開発評議会 統計速報より作成

職業訓練の機会は豊富。
製造、 医療関連、建設
ホスピタリティ、農業
等、⽇本が必要として

いる分野も多い。
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• 本プロジェクトでは、農業・畜産と、⾃動⾞整備の訓練校を⽀援しています。

バタンガラ⻘少年センターでの農業・畜産訓練

コロンボ ジャパンテックでの⾃動⾞整備訓練
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⽇本語学習
⼈⼝

• スリランカは⽇本語への関⼼や憧れを持っている⼈が多くおり、特
に、特定技能導⼊以降、⽇本語学習に関⼼が⾼まっています。

• ⽇本語学習者の数は9,746⼈、ネパール（9,646⼈）と同程度です
（2021年国際交流基⾦調査）。

• 2024年12⽉の⽇本語能⼒試験（JLPT）には約8,000⼈が応募しま
した（JLPTウェブサイト）。

バタンガラ⻘少年センターでの⽇本語学習

親⽇国で、⽇本語学習
への関⼼が⾼く

JLPT 受験者数は世界
で6番⽬。
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⽇本語学習
⼈⼝

• スリランカでは⽇本語を勉強する学⽣が急えており、特に⾼校で
急増中です。

• 近年、4,200⼈の⾼校⽣、2,300⼈の中学⽣が、進学試験で第２外
国語に⽇本語を選択し受験しました。

• ⾼校は2学年、中学（中等後期）は２学年なので、合計13,000⼈
の中⾼⽣が⽇本語を勉強しているといえます。

• この1万3千⼈の⽇本語の基礎を習得した若者は、⽇本での就職に
⼤変有利です。

⼤学・⾼校進学試験で第２外国語として⽇本語を選択・受験した⼈数（⼈）

出所︓スリランカ試験局資料より作成

⽇本語を勉強する学⽣
は約13,000⼈。特に
⾼校⽣が増加中。⽇本
での就職に有利です。

2,022 1,859
2,285

4,224

1154 1146

2321

2021年 2022年 2023年 2024年

⼤学進学資格試験
⾼校進学資格試験
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⽇本語習得
が早い

n シンハラ語は⽇本語や韓国語
と同じく「てにをは」が単語
の後にくっつく「膠着語」で
す。語順が⽇本語と同じなの
で、職場での⽇本語の上達が
早いです。

n ⽇本語と同じく、⺟⾳＋⼦⾳
で構成される⾔葉が多く、⾳
の数も多いことから、⽇本語
の発⾳も上⼿です。

n 漢字圏ではないので漢字を覚
えるのは⼤変。皆さん⼤変な
努⼒をしています。

私はスリランカから来ました。

මම # ලංකාෙව* ආවා

ママ
私は

スリランカ ウェン アーワー
から 来ましたスリランカ

⽇本語と語順が同じなの
で、職場での⽇本語の上
達が早い。発⾳も上⼿。

でも漢字は⼤変。
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運転免許

• スリランカはジュネーブ条約に加盟しているため、⽇
本で外免切り替えが可能。

• ⽇本と同じ右ハンドルのため、⽇本での運転に適応し
やすい。

運転免許証の種別 運転免許証の取得
普通⾃動⾞運転免許証 18歳以上
⼤型⾃動⾞運転免許証 21歳以上
公共交通⾞両⽤認証 23歳以上

スリランカの運転免許取得年齢スリランカはジュネーブ
条約にあ加盟。⽇本で外
免切り替えが可能
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スリランカ⼈の
特徴

n 穏やかでフレンドリー
n 年上の⼈や先⽣を敬う⽂化
n 柔軟性が⾼く機転が効く
n お年寄りや⼦供を⼤切にする

穏やかでフレンドリー
⽬上の⼈や年⻑者を敬う
⽂化。柔軟性が⾼い。
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スリランカ⼈
ワーカーの特徴 ⾃転⾞からわざわ

ざ降りて挨拶して
くれて感動した。

柔軟性が⾼く、
職場によく馴染
んでいる。⻑く
いてくれそう。

きれい好き。⾝だ
しなみもきちんと

している。

⾔われたことは
しっかり守る。

いつも笑顔で好
感が持てる。

礼儀正しく優し
い⼦が多い。

スリランカの従業員は他国の従業員と⽐べてどうですか︖

n 採⽤企業に聞いてみました

⾯倒を起こさない、お
となしい⼦が多い。

お年寄りに優しい。
⼈懐っこく⼊居者に

⼈気がある。
技術が⾝につい
ている。器⽤。

すでにスリランカ⼈が働
いている会社での評判は

良好
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スリランカ⼈
ワーカーの特徴

家でも祖⽗や祖
⺟の世話をする
のが当たり前。

⽬上の⼈や年⻑
者を敬う⽂化が

ある。

職業訓練の機会
が豊富。

訓練では企業内
OJTが必須。

家族愛が強く
優しい家庭環境
で育てられた。

なぜ︖

学校教育が普及
しており基礎学
⼒が⾝について

いる。

学校や家庭で敬
愛や慈悲など仏
教の教えを学ん

でいる。

仏教の教え、家族愛
学校教育や職業訓練の

普及
国内に多様な⽂
化があるため、
異⽂化を受け⼊

れやすい
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スリランカ⼈
ワーカーの特徴

スリランカは
冬がない
↓

冬の野外作業は
慣れるまで⾟い

⽇本よりのんび
りした社会環境

↓
職場のルールや
時間厳守をしっ
かり教える必要

あり。

家族愛が強い
↓

⽇本に着いてし
ばらくはホーム

シック

しかし

家で⼤声で叱られ
た経験がない。

↓
⼈前で怒られると
傷つくことも。

ホームシック
⼈前で怒られると傷つく
冬の野外作業が苦⼿
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⑤ スリランカからの送り出しの現状
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在⽇
スリランカ⼈数

n ⽇本在住のスリランカ国
籍者は59,968⼈、技⼈国
と留学が多数を占めてい
ます。

特定技能+技能実習の数
はネパールに次いで8番
⽬。まだまだこれから︕

出所︓⼊国管理庁統計をもとに作成。

国籍 2022年12⽉ 2023年12⽉ 2024年6⽉
ベトナム 253,483 313,832 330,809
インドネシア 62,246 108,642 131,395
フィリピン 42,354 57,299 63,225
ミャンマー 22,990 38,225 50,128
中国 37,690 42,328 42,476
タイ 12,005 15,646 17,203
ネパール 3,606 6,629 8,090
スリランカ 1,536 2,747 3,610
バングラデシュ 591 1,432 1,769
インド 554 1,020 1,203

在⽇スリランカ国籍者数（⼈）
（2024年６⽉現在）

特定技能+技能実習 在⽇数（⼈）

n 特定技能と技能実習の合計在
住者数では、スリランカは
ネパールに次いで8番⽬です。

n スリランカは後発国。まだま
だこれからです︕

技⼈国, 
13,777

留学, 
13,409

技能実習, 2,088特定技能, 1,522

その他, 
29,172

合計
59,968
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海外雇⽤

n 海外雇⽤者の送⾦はスリランカのGDPの約7.1％を占める貴重な
外貨獲得源であり（2023年）スリランカ政府は海外雇⽤を促進し
ています。

n 海外雇⽤は、コロナ後、経済危機を経て特に増加し、2024年は
過去最⾼の32万⼈が雇⽤⽬的で海外に渡航しました。

n ⾏き先は中東が多く、⽇本は8番⽬ で8,744⼈（男性81%、⼥性
19%）でした（2044年）。

n ⽇本・韓国は、数少ない先進国での雇⽤機会となっています。

スリランカ政府は海外雇
⽤を促進。2024年は過去
最⾼の32万⼈。⽇本に渡
航したのは約8,700⼈。

77,917

52,067
48,020

46,639

12,299
10,506

10,182

8,744
8,455

7,114

クウェート
アラブ⾸⻑国連邦

サウジアラビア

カタール
モルディブ

ルーマニア

イスラエル
⽇本

オーマン

韓国

2024年のスリランカから海外への送り出し数（⼈）

出所︓スリランカ海外雇⽤局提供資料をもとに作成
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スリランカから
⽇本への
送り出し数

• ⽇本への送り出しは年々増えています。男性が約８割を占めてい
ます。

• 2024年は、特定技能584⼈、技能実習542⼈でした。
• 特に、特定技能は2023年から2024年にかけて倍増しており、今

後も増える⾒通しです。

注︓送り出し機関経由のみの数

2024年は、特定技能584
⼈、技能実習542⼈。
特定技能が急増中。

過去3年間のスリランカから⽇本への特
定技能と技能実習の送り出し数（⼈）

過去5年間のスリランカから
⽇本への送り出し数（⼈）

出所︓スリランカ海外雇⽤局提供資料をもとに作成。
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スリランカから
⽇本への
送り出し数

• 特定技能の送り出し実績で多いのは、介護、外⾷産業、農業で
す。

• 技能実習については、職種別の送り出し実績の統計はありません
が、求⼈件数が多いのは、建設、農業・畜産、溶接、⾃動⾞整備
などです。

注︓特定技能は送り出し機関経由のみの数

特定技能は、介護、外⾷
農業の送り出しが多く、
技能実習は建設、農業の

求⼈が多い。

2025年6⽉現在の技能実習の求⼈件数2024年の特定技能の職種別送り
出し数（⼈）

出所︓スリランカ海外雇⽤局提供資料をもとに作成。

介護, 

188, 

32%

外⾷産業, 

185, 

32%

農業, 

101, 

17%

空港グラン

ドハンドリ

ング, 41, 

7%

その他/職種不明, 

69, 12%

職種 求⼈件数
1 建設関係 59
2 畜産農業 19
3 溶接 15
4 ⾃動⾞整備 13
5 婦⼈⼦供服製造 12
6 塗装 11
7 介護 9
8 ⼯場板⾦ 9
10 電気電⼦機器組⽴ 7
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スリランカから
の送り出し
ルート

n スリランカから⽇本への技能実習⽣・特定技能の送り出しルートは
① ⺠間の送り出し機関、② SLBFE（スリランカ海外雇⽤局、外務
省・海外雇⽤・観光省傘下）、③ SLFEA（スリランカ海外雇⽤機
関、SLFBEの⼦会社）の3つがあります。

n ①はライセンスの取得が義務付けられています。
n 特定技能は①を通じた送り出しが多いです。

送り出しルートは主に3つ。
特定技能は⺠間送り出し機
関経由が多い。

受け⼊れ
企業

仲介
斡旋機能教育・訓練機関

スリランカ: 送り出し側

⽇本: 受け⼊れ側

職業訓練
• 公⽴訓練校
• 私⽴訓練校

⽇本語教育
• ⺠間⽇本語学校
• ⺠間⽇本語学校 - 送り出し機関附属
• 公⽴⽇本語学校
• 中学、⾼校
• 独学（YouTube、オンライン講座等）

学校教育
• 公⽴
• 私⽴
• 国際校

SLBFE
(国営）

監理団体（技能実習）
職業紹介事業者

（技⼈国・特定技能）
IM 

Japan

SLFEA
(SLBFE100%

⼦会社）

⺠間送り
出し機関
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⽇本向け
送り出し機関

n 2024年、⽇本向けの採⽤活動をした海外雇⽤局認可送り出し機関
は82社ありました。

n 特定技能の導⼊により、⽇本への送り出し機関は増加しています。

n ⽇本への送り出し機関を分類すると以下の３種類です。
l 以前から⽇本語学校留学⽣や技能実習⽣を送り出しており、特

定技能も導⼊直後から実施している機関。⽇本専⾨のところが
多い。

l 以前は中東を中⼼に送り出しており、1~2年前から特定技能の
送り出しを始めた機関。

l 特定技能の送り出しのために1~2年前に新設された機関。⽇本
専⾨のところが多い。

n スリランカでは送り出し機関と⽇本語学校は別々に会社登録するの
がルールです。

n ほとんどの送り出し機関には、併設もしくは提携している⽇本語学
校があります。

n ⽇本語学習は通学型が多いですが、合宿型もあります。
n ⽇本語・特定技能試験の合格者の⼈材プールを持つ送出し機関が多

い。

⽇本への送り出し機関は
約80社。その多くが⽇本
語学校を併設しています。
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まとめ

n 親⽇国で、教育⽔準が⾼く、年⻑者を敬う⽂化があ
ります。職業訓練の機会も豊富にあります。

n 2024年、特定技能の⼈数が倍増しました。⽇本語
学習者や⽇本で働くことを志す若者が増加しつつあ
ります。

n ⽇本で働いているスリランカ⼈の評価は概ね⾼く、
きれい好き、職場への適応がスムーズと好評です。

n ⽇本語の習得も早く、英語も話せる⼈が多いです。

n 送り出し後発国で、⽇本での認知度はまだ低いです
が、今後のポテンシャルに注⽬する企業が増えてい
ます。
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